
⾦融リテラシー教育を考えるラボ
〜岡⼭市学⽣イノベーションチャレンジ推進プロジェクト採択企画〜

担当教員：松村博行 湯下薫
所属学生12名 ポスター制作 小笠原、後藤

お世話になった連携先団体など

ラボで解決に取り組んだ課題

1年間の活動の総括・成果について

• 鴨方西小学校、角山小学校

• 芥子山小学校
• おかやま信用金庫

受講⽣の⾦融リテラシー向上のため出前授業を⾏い、お⾦や税⾦に対する理解を深められ
た。また、楽しく学べるように授業を実施したため⾦融教育が楽しいものだと認識しても
らえた。授業では年齢が⼩学⽣に近いことを活かして学⽣の体験したことを話に⼊れるこ
とで⾦融教育を⾝近に考えられる環境を⽣み出した。

岡山市の児童・生徒の金融リテラシー向上に貢献する。そのために出前授業を実施した。

学生が体験したことを話すことによって児童が金融教育の理解を深め、分析力、コミュニ

ケーション能力について考える機会を設ける。

活動のあらましについて

私たちの

金融リテラシーの向上

既存の

教育プログラムの試演

学習指導要領

教科書の分析
授業の準備と予行演習 出前授業の実施 フィードバック

＜⾏った取り組み＞

＜出前授業内容の⼀例＞
１.どんな税金を払ったことがあるか問いかける

２.税金がどんなことに使われているか説明する

３.税金の種類がどのくらいあるか説明する

４.実際にいろんな家庭がいるなかで物が壊れ修理する際どのように分配するか考えてもらう

５.話をまとめ最後にクイズ形式で復習を行う


